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有する一連のビスマスオキシハライド、Bi4MO8X (M = Nb, Ta; X = Cl, Br)について、
各構成元素がバンドレベルおよび水の光酸化反応に対する活性と安定性に与える影
響について詳細な検討を行っている。いずれの化合物においてもその価電子帯上端





レベルは、これら化合物中における Bi-6s と O-2p 軌道、さらには Bi-6p 軌道との特













































（続紙 ２ ） 
 














を有する Bi4MO8X (M = Nb, Ta; X = Cl, Br)について検討を行い、これらの価電子帯
上端準位が上記 Bi4NbO8Cl と同様に通常の酸化物に比べて特異的に高いこと、さら















位論文として価値あるものと認める。また、平成 29 年 4 月 25 日、論文内容とそれ
に関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満た
していることを確認し、合格と認めた。なお、本論文は、京都大学学位規定第１４
条第２項に該当するものと判断し、公表に際しては、当該当論文の全文に代えてそ
の内容を要約したものとすることを認める。  
 
  
 
